
ＵＡＶは無人航空機の総称です。機体にはコンピュ

ータを搭載し飛行の安全度と機動力を高め、自律航

行を可能とした小型の無人航空機です。 ＵＡＶに

カメラや遠赤外線カメラを搭載し、今までは困難で

あった各種調査や情報収集が可能になりました。 UAV による空中からの広範囲な現状把握や定

期的な工事進捗記録、人が近づけない危険箇所

の状況調査、また災害時の迅速な状況把握に活

躍します。 

幹線道路の整備状況 

橋の工事状況 

洞門屋根部調査 

吹付斜面調査 

UAV の自律航行による広範囲な撮影写真を

基にオルソ（写真地図）を作成します。 

災害時の迅速な状況調査が可能です。 

上空からの災害状況調査 

詳細なオルソ画像による災害状況調査 

ビデオによる調査



空洞想定箇所

仕様項目 Spider-CS8 Ｓ９００ Phantom4 Pro

回転翼 ８ ６ 4 

サイズ(m) 1.0×1.0 0.9×0.9 0.4×0.4 

重さ(kg) 9.0 7.5 1.4 

飛行時間(分) 10～20分 5～10 15～30 

自律航行 ○ 〇 〇 

カメラ画素 260Ｍ 260Ｍ 200Ｍ 

用  途 測量・調査 測量・空撮 災害・動画 

UAVで撮影された写真を基に３次元地形モデルを作成し、３次元地形モデルから

は等高線を発生させたり、任意箇所の横断数値を得ることができます。 

モルタル吹付斜面を異なる温度条

件のもとで２回の観測を行い、その

温度差を解析をすることにより異

常個所（空洞、モルタル劣化等）の

抽出が可能です。 

※温度差の大きい所が異常個所を

示します。 

急傾斜地 

Spider-CS8 S900

急傾斜地の3次元モデル 

等高線平面図 

と横断箇所 

横断図 

遠赤外線カメラの温度情報を用いることにより可視画像では分かりにくい

情報を観ることができます。また、地上からは困難な調査箇所をUAVで空

中から観測することができます。 

遠赤外線カメラで空撮 
２時期の温度差画像 

ダム湖周辺植生状態調査  
特定調査範囲を定期的にUAVで撮影し、植生の
遷移を観測します。  

岐阜県岐阜市日光町 ７－２７  

TEL 058-297-3250   http://www.te-techno.co.jp 

※当社では民家の上、交通量の多い道路の上、人が集まって 

 いる場所などでのUAV飛行の自主規制を行っています。 

ホットスポット現象による

パネルの発熱を遠赤外線カ

メラで検知し、パンネルの

異常箇所を発見します。 

異常箇所の例 

●ＵＡＶ 

Phantom4 Pro

オルソ画像 

植生図  

船上からのUAV離発


